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このチャレンジのために色んな準備をしてきました。
70kmを漕ぐのは初めてで正直完走できるかどうか不安だっ
たけど、絶対完走するという強い気持ちと、一緒に走る仲間
がいたから頑張れました。橋を渡る時は一番緊張したけど、
同時に爽快感がありました。何より瀬戸内の風が気持ち良
かったです。道中しんどくなって、やめようかと思った時もあ
ったけど、もうここまで来たら最後まで行くしかないと思って
やり切りました。ゴールした時は、興奮から心臓がバクバク
しました。無事ゴールできて本当に良かったです。スタッフ
やボランティアの皆さん、支えてくださり本当にありがとうご
ざいました。

次の夢は、ホノルルマラソン挑戦です
時間制限なしの10kmコースに出たいと思っています。い

つになるか分からないけど、必ずチャレンジします。 陸が脳出血で倒れ、意識がなかった頃、毎日強く願って
いた事があります。「意思疎通ができるようになったら、ど
んなことでもいいので「目標」を共有して一緒に前進した
い。」そのような中、私と陸に「目標」を与えてくれたタンデ
ム自転車。 そして、目標達成に向け温かくサポートしてく
れた津賀さんをはじめとするスタッフ・ボランティアの方々、
そして、何より一緒に走った仲間達...

あぁぁー、まだ一週間も経っていないのに、真っ青な空
と海を駆け抜ける赤Ｔシャツの隊列が既に恋しくなってい
る。 暫くは皆さんへの感謝の気持ちと達成の余韻に浸りつ
つ、また、次の目標に向けて前進します。

陸が障がい者になって3年、
失ったものは沢山ありますが、
津賀さんをはじめとしてサ
ポートしていただける皆様に出逢い、皆様のお陰でこんな
にも素晴らしい経験ができた事、心から感謝致します。今
回のチャレンジを通じて、陸は梨乃ちゃん、大翔君の事を「親
友ができた！」と言っています。 ゴールした時のみんなの笑
顔を見て本当に嬉しかったです。

しまなみ海道縦走プロジェクトのゴールは今日達成しま
したが、子供たちはこれからの長い人生で様々なチャレン
ジとゴールを繰り返していくと思われます。 それらが今回
の様に必ずしも笑顔に囲まれたものではなく、辛い試練や
障害の壁であっても、今回の経験を糧に前を向いて、歯を
食いしばって生きていって欲しいです。

私は人見知りで、あまりお話する機会がなかった方もい
ましたが、親子共に今後とも宜しくお願いします。 休日に
も関わらず、子供たちのサポートをしていただき、本当にあ
りがとうございました。

佐川 陸 くん（19歳）
脳出血・高次脳機能障害・失語症
右半身麻痺・右視野欠損
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技術班 児玉 浩仁 さん
NONちゃん倶楽部の自転車整備に関わらさせていた

だいて初の、長距離サイクリングの自転車メンテナンス
サポートで、梅澤さんと2人で同行させてもらいました。
迎えた出発当日。5名の障がい者の方とご家族、パイ
ロット、サポートメンバーの状態を想像しての事前準備
が充分できないままでの出発となってしまいました。と
にかく、一台でも乗られなくなってはいけないので、さ
まざまなトラブルを想定して、ありとあらゆる工具と補
修パーツをサイドバックに詰め込み、ざっと20キロの荷
物を我が愛車に搭載。
出発前には、乗る方の状態に合わせて、サドルやハン

ドルの取り換えなどが生じてバタバタ。 出発するぞ、と
いうときに自分の自転車のタイヤがパンクしていて急いで
交換し、先にスタートを切ったみんなに追いついたのは
来島大橋の中腹当たり。速い人は、すでに大島を降りて
いて、いきなりみんな進むのが早くてびっくりしました。
走っているときの人と自転車の状態をあまり確認でき
なかったです。

タンデム自転車は普通の自転車とは違って、
「自転車の長さが長い」
「二人乗るので重量が二人分」「車体が長い分ブレー
キや変速のパーツが長い」などがあるため、通常の整備
方法とは違うところがあります。 整備の際には、二人乗っ
ての確認ができないため、イベントでの「観察」や「感想」
がとても貴重な機会となります。皆さんが快適にサイク
リングができるためには、不具合を感じる前の早めの調
整、修理が必要になります。
さらに、心配かけぬよう目立たないように、休憩時
間などでみなさんが自転車から離れているときに点検を
行います。
後方から数台を抜くときや、写真撮影で止まって構え
ているときに通り過ぎる自転車の音を聞いたり、乗車の
様子をみて休憩時に調整をしました。
それでも、実際に乗っている方のお声が貴重なので

すが、しまなみを走ってい
ると、陸君のお父さんか
らギア変速の調整依頼が
あり、二回目の調整では、
休憩時にパイロットの方二
人に乗ってもらい、変速
の調整をしました。
急な坂が多いので、軽いギヤへの変速は大切なのです
が、私の技術がまだまだ未熟で、タンデム自転車のギア
調整を早くスムーズにできるようにしないといけません。
同じタンデムですが、それぞれに変速の個性がある
ので、これも整備するものとしては、大変だけど楽しい
です。いつでもどこでも、快適かなとか気になって仕方
がありません。

ところが恐れていたことが
終盤に差しかかっとき、ある自転車が、いままで聞こ
えなかった「異音」を発生していたので、次の休憩時に
確認しようと思っていたら休憩所を目前に、ペダルが回
らなくなりました。すぐ先の休憩箇所で修理するにもバ
ラバラにする時間がないため、梅澤さんの手を借りバラ
さずに短い時間で修理しました。
大翔さんのお父さんが、ハンドルの高さがきつかった
ということに気が付かなかったのが申し訳なかったです。
そして、大翔さん用のペダルがいい感じではあったの
ですが、次なる改善もご相談できてよかったです。
ゴール地点手前の港で自転車達とはお別れになりまし
た。遠回りにはなるけど橋を渡って、広島本土のゴール
がよかったのですが、もうぎりぎりのところの笑顔の自
分たち。ここまで頑張ってくれた自転車達にもう心配は
いらないよ、お疲れ様といえたので（自分たちにたいし
ても）それでよかったです。
皆さんが、笑顔あり涙ありのゴールができて、本当に
頑張ったと思います。わたしも、沢山の元気をもらった
ので、これからも頑張ります。
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